
PT・OT・STが循環器疾患のリハを
基礎から実践まで深く理解するためのセミナー（東京）

PT・OT・ST向けセミナーのご案内

医師は、病態を瞬時に読み、治療方針を決め、迷いなく次の一手を

選びます。療法士に求められるのは、数字を追うことではなく、その

思考の流れを理解すること。本セミナーでは、臨床医のスピード感

やさじ加減、肌感覚までを読み解きながら、病態理解に基づく本当

のリスク管理を学びます。いま何が起きているのか、なぜその治療

なのかを理解できてこそ、リハビリは治療と滑らかにつながる。プロ

の療法士が必要とされる理由を、臨床のリアリティとともに体感して

ください。

検索ナレッジリンク

お申し込みは Webサイト で賜ります

ナレッジリンクHP

2026年6月7日（日）10:00〜16:00
（9:30〜受付開始）

『呼吸器循環器リハ』集中セミナー

2026.6.6-7 [土・日]

呼吸器・循環器リハをまとめて深く理解する2日間

東京文具共和会館６A室

厚生クリニック院長

日本循環器学会認定循環器専門医

理学療法士・心臓リハビリテーション指導士

小林直樹 先生

湘南藤沢徳洲会病院主任理学療法士

認定(循環)理学療法士・心臓リハ指導士

集中治療理学療法士・医科学修士

渡会昌広 先生

・循環器の解剖生理と主要疾患（心不全・虚血性心疾患・弁膜症・
大血管疾患）の理解
・バイタル、画像、検査所見から病態をどう読むか
・医師は何を根拠に治療を選択しているのか
・薬物療法、カテーテル、手術の考え方
・医師の思考過程を知り、治療へ滑らかに合流する視点
・病態理解に基づく本質的なリスク管理
・安全な運動強度の決め方（AT・CPXが無い環境での評価）
・ADL指導と運動療法の実際
・フレイル・サルコペニア・認知機能など最新トピック
・ケーススタディと臨床的の実際

呼吸リハを「点」ではなく「流れ」として理解するための実践型セミ

ナーです。第1部では、呼吸器疾患の理解や検査所見・身体所見の

読み方など、臨床で迷わないための基礎知識を整理します。第2部

では、評価結果をどのように解釈し、方針を立て、実際の運動療法

やADL指導へつなげるかを具体的に解説。第3部では、排痰援助の

実技を通して、現場で使える手技と考え方を体験的に学びます。臨

床のリアリティに即した呼吸リハの全体像を、基礎から実践まで一つ

の流れとして共有します。
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湘南藤沢徳洲会病院リハビリテーション

室長・立命館大学大学院先端総合学術

研究科・認定(呼吸)理学療法士・呼吸療

法認定士・心臓リハ指導士・心不全療養

指導士・集中治療理学療法士

Knowledge Link代表

渡邊 宏樹

呼吸器リハエキスパートが教える

・呼吸器疾患（肺炎・COPD・間質性肺炎など）の理解
・胸部X線／CT／血ガス／呼吸機能検査の読み方
・呼吸パターンや身体所見の評価ポイント
・評価結果から方針を立てる臨床的思考
・コンディショニングと呼吸リハ介入の考え方
・運動療法・ADL指導の具体的な進め方
・早期離床とリスクマネジメント
・排痰援助演習（インセンティブスパイロメトリ・アカペラ・スクィージ
ング・スプリンギング・ポストリフツなどの実習、体験）
・実際の症例を通したケーススタディ

循環器専門医と認定（循環）理学療法士が教える

2026年6月6日（土）10:00〜16:00
（9:30〜受付開始）

東京文具共和会館６A室
都営浅草線「浅草橋駅 A１出口」より徒歩3分

都営浅草線「浅草橋駅 A１出口」より徒歩3分
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